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一
般
に
は
ジ
ェ
ル
デ
ィ
と
ス
ゴ
ン
の
名
前
は
、
そ
れ
程
知
ら
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
整
形
外
科
医
あ
る
い
は
膝
関
節
に
関
心
を

持
つ
医
師
な
ら
ば
、
必
ず
一
度
は
聞
く
名
前
で
あ
る
。
彼
ら
の
不

滅
の
業
績
は
冠
名
用
語
と
し
て
残
り
、
今
日
脚
光
を
浴
び
使
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
外
科
医
の
生
涯
、
業
績
の

詳
細
を
報
告
す
る
。

国
閏
吊
冨
８
－
勝
の
囚
島
（
弓
君
ｌ
易
駅
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー

ブ
県
ロ
シ
ュ
の
貧
し
い
農
家
に
生
ま
れ
た
。
学
資
が
無
い
た
め
数

年
遅
れ
て
中
等
教
育
を
終
え
、
縁
あ
っ
て
パ
リ
の
聾
・
‐
Ｐ
Ｃ
巳
の
病

院
の
雑
役
助
手
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
不
運
が
付
き
ま
と
い
、
天

然
痘
や
膝
関
節
炎
に
罹
患
し
、
貧
困
の
ど
ん
底
に
喘
い
だ
。
数
年

遅
れ
て
、
や
っ
と
パ
リ
大
学
に
入
学
し
三
十
一
歳
の
時
、
国
晟
病

院
の
巨
呉
国
月
教
授
の
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
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膝
関
節
に
名
前
を
残
す
二
人
の
フ
ラ
ン
ス

人
Ｉ
の
の
『
号
と
静
唱
且

小
林
品

彼
は
幼
少
時
よ
り
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
こ
の
助
手
時
代

に
美
術
学
校
の
解
剖
学
の
講
義
を
受
け
持
ち
、
後
に
そ
の
教
授
に

推
薦
さ
れ
た
程
で
あ
る
。
一
八
二
九
年
に
後
生
に
名
を
残
す
こ
と

に
な
っ
た
、
有
名
な
本
を
出
版
す
る
。
『
人
体
体
表
解
剖
学
」
で
あ

る
。
こ
の
本
に
は
「
画
家
、
彫
刻
家
、
外
科
医
の
た
め
に
」
と
い

う
副
題
が
付
い
て
い
て
、
最
初
に
画
家
と
あ
る
と
こ
ろ
に
彼
の
意

図
が
窺
え
る
。

こ
の
二
百
六
十
頁
目
に
彼
の
名
前
を
冠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

脛
骨
近
位
外
側
に
見
ら
れ
る
骨
の
結
節
の
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
ま

で
記
載
が
無
か
っ
た
こ
の
結
節
に
は
、
腸
脛
靱
帯
が
付
着
し
、
機

能
的
に
極
め
て
大
切
な
位
置
に
あ
り
、
古
典
的
な
絵
画
、
彫
刻
に

も
こ
れ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
て
い

る
。
こ
れ
は
ジ
ェ
ル
デ
ィ
結
節
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
近
代

整
形
外
科
学
の
中
で
は
世
界
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
因
に

も
ｚ
吟
に
は
記
載
は
無
く
、
か
っ
て
の
胃
ｚ
シ
に
は
目
冨
目
昌
閉

可
月
日
の
豊
目
ご
国
房
と
あ
る
。

生
来
の
病
弱
が
幸
い
せ
ず
、
病
理
学
第
二
教
授
と
な
っ
た
が
、

失
意
の
う
ち
に
五
十
八
歳
で
世
を
去
っ
た
。
運
動
性
言
語
中
枢
に

名
を
留
め
る
勺
、
ｍ
ｇ
８
は
彼
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
外
科
学
会
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の
追
悼
演
説
で
、
当
時
の
外
科
の
大
家
に
対
し
て
正
し
い
こ
と
を

敢
然
と
言
い
抜
く
気
骨
が
、
栄
進
の
機
会
を
逃
し
た
と
言
っ
て
い

る
。
ジ
ェ
ル
デ
ィ
は
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
と
討
論
を
よ
く
し
、

後
者
の
医
学
に
於
け
る
絶
対
的
決
定
論
の
主
張
を
必
ず
し
も
支
持

し
な
か
っ
た
。

も
う
一
人
の
弔
印
匡
勗
凋
○
且
（
民
臼
ｌ
忌
届
）
は
、
ス
ゴ
ン
骨
折

と
し
て
名
を
残
し
て
い
る
。
家
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
出
身
で
、
パ

リ
で
生
ま
れ
て
い
る
。
前
者
と
は
異
な
り
、
順
調
に
医
師
と
な
り
、

一
八
九
五
年
に
パ
リ
の
殴
言
酔
風
印
①
病
院
勤
務
と
な
っ
た
。
一

九
○
五
年
に
は
外
科
学
教
授
に
栄
進
し
、
十
一
年
に
は
学
会
長
を

勤
め
て
い
る
。

問
題
の
骨
折
は
一
八
七
九
年
、
〃
序
卑
○
唱
肝
冨
殴
旨
巴
″
誌

に
、
「
捻
挫
に
よ
る
膝
血
腫
の
臨
床
的
、
実
験
的
研
究
」
と
題
し
、

五
編
に
分
け
て
発
表
さ
れ
た
中
に
あ
る
。
当
時
の
こ
と
で
、
客
観

的
力
の
計
測
装
置
も
Ｘ
線
も
な
く
、
助
手
に
大
腿
部
を
把
持
さ
せ

て
、
関
節
の
屈
曲
度
を
変
え
な
が
ら
下
腿
の
回
旋
を
強
制
的
に
行

い
、
そ
の
結
果
を
詳
細
に
報
告
し
た
。
軽
度
屈
曲
位
で
下
腿
を
内

旋
し
た
と
き
や
、
内
反
位
で
直
角
以
上
屈
曲
し
内
外
旗
を
強
制
し

た
場
合
に
、
そ
れ
ま
で
に
記
載
の
無
い
特
異
な
骨
折
が
、
脛
骨
近

位
外
側
関
節
縁
に
発
生
す
る
こ
と
を
見
い
出
し
た
。
こ
の
小
さ
な

骨
折
は
関
節
と
交
通
し
、
深
さ
は
五
’
一
○
ミ
リ
で
、
前
脛
骨
筋

起
始
部
や
近
位
脛
腓
関
節
に
は
達
し
な
い
と
報
告
し
た
。

近
年
、
特
に
こ
の
骨
折
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ

損
傷
に
多
発
す
る
膝
前
十
字
靱
帯
損
傷
に
合
併
す
る
こ
と
が
多
い

か
ら
で
あ
る
。
現
今
、
こ
の
損
傷
は
世
界
的
な
レ
ベ
ル
で
治
療
法

の
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
て
、
膝
関
節
外
傷
に
関
す
る
研
究
の
過

半
数
を
占
め
て
い
る
。
ス
ゴ
ン
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
フ
ラ
ン
ス

外
科
学
会
、
産
婦
人
科
学
会
、
泌
尿
器
科
学
会
は
こ
ぞ
っ
て
、
追

悼
記
事
を
掲
載
し
た
。

現
代
、
脚
光
を
浴
び
て
い
る
こ
の
二
人
の
業
績
を
顧
み
る
と
き
、

シ
烏
①
異
口
①
。
胃
が
〃
９
ｍ
目
巴
日
①
ｇ
ｏ
旨
①
″
と
名
付
け
た
フ
ラ
ン

ス
医
学
の
真
髄
を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。
す
な
わ
ち
、
昔
の
ベ

ッ
ド
・
サ
イ
ド
だ
け
の
医
学
で
は
な
く
、
検
査
主
流
の
現
代
医
学

で
も
な
く
、
病
院
に
医
学
と
医
療
が
共
存
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。

（
福
岡
整
形
外
科
病
院
）


